
 

2019年 12月 16日 
公益財団法人日本陸上競技連盟 

 
バンコク 2020 アジアジュニア陸上競技選手権大会 

日本代表選手選考要項 
１．目標 

参加者全員がメダル獲得および入賞を目指す。また、ナイロビ 2020 U20世界選手権、その後の国際
競技会で活躍できる競技者を派遣する。 
 

２．方針 
U20カテゴリーにおけるトップ競技者の派遣し、個人種目で成果を出すことを目的とする。また、U20

カテゴリーの最重要競技会である ナイロビ 2020 U20 世界選手権での成功を念頭においた戦略的派遣
を行う。さらに、ジュニア期の育成に配慮した将来性を見込んだ競技者を派遣し、シニア種目強化につ
なげられるようにする。 

 
３．開催地 
  バンコク（タイ） 
 
４．開催期間 
  2020年 5月 14日（木）～17日（日） 
 
５．開催種目 
（１）男子 

100m、200m、400m、800m、1500m、3000m、5000m、110mH(99.1cm)、400mH(91.4cm)  
3000mSC、10000m競歩、4×100mリレー、4×400m リレー 
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投(6kg)、円盤投(1.75kg)、ハンマー投(6kg) 
やり投(800g) 、十種競技、 

（２）女子 
100m、200m、400m、800m、1500m、3000m、5000m、100mH83.8cm)、400mH(76.2cm)  
3000mSC、10000m競歩、4×100mリレー、4×400m リレー 
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投(4kg)、円盤投(1 kg)、ハンマー投(4kg) 
やり投(600g) 、七種競技、 

 
６．参考競技会 
（１）2019年度に実施された日本陸連公認競技会 
（２）2020年度に実施された日本陸連公認競技会 

  ※ただし、選考会議までに終了した大会を対象とする。 
 
７．選考基準 
（１）本連盟の指定する U20オリンピック育成競技者で強化育成部が推薦する競技者。 

※選考に際しては、本連盟主催の合宿の参加状況を考慮する。 
（２）将来、日本代表選手として活躍が期待される強化育成部が推薦する競技者。 

 
８．選考方法 
以下の優先順位に基づいて選考する。 
（１）選考基準に則り強化育成部選考会議にて選考原案を作成し、強化委員長及び専務理事が承認する

ことにより決定する。 
（２）育成と普及に配慮して、各ブロックの極端な人数差がないようにする。 

 
９．補足 
（１）各種目 2名まで出場可能。 
（２）対象者は 2001年 1月 1日から 2004年 12月 31日生まれまでの競技者。 
（３）2003年、2004 年生まれのユース競技者が出場できる種目数は最大で個人 2 種目と、いずれかのリ

レー1種目までとする。個人 2種目がトラック種目である場合、200mを超えるのは 1種目までとす
る。 

 
以上 


